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力 評価規準 卜分満足でき 概ね満足で 指導を要す
る（A) きる（B) る（C)
細胞分裂や 細胞分裂や生 細胞分裂や ポートブオ
午殖，遺伝に 殖，遺伝に関 生殖，遺伝 りオの記述
関する事象 する事象や科 に関する事； のけ？に細胞
や科学技術 学技術に関｛.、 象や科学技 分裂や生
に関心を持 を持ち，科学 やi'に関心を 殖， j宣伝に
r，，科学的な 的な知識や技 持ち，科学 関する事象
科 知識や技能 能の習得，科 的な知識や や科学技術
’f の尚得に意 学的情報の収 技能の習得 ；こ関心がな" 
ぴ〉 欲を不寸と 集を凶るとと に関する し、ととるこ
味興 ともに，学習 もに，学習内 テーマを設 とができる
｜旬
内容と関連 容と関連する 定しボート ものがあ
iし、 する職業を 科学技術を ブオリオを る。あるい
検討しfこり， テーマに設定 作成しとい はポート





その結果， A評価が 35名（44%), B評価が 40






































































力 評価規準 十分満足で、き 概ね満足で 指導を要す
る（A) きる（B) る（C)
~ 草兜 実証性や再 他人の主張を 他人の主張
他の人の主
現性を踏ま 聞き，自分の を聞き，自 張を無批判
えながら異 考えを事実に 分の考えを に受け入
なった見方 基づいて表現 事実に基づ れ，自分の
支を
や考え方に するととも いて表現す 考えを変え
ついて民主 に，活動jの場 るととも ている。
持 的な議論を に出された考 に，合理的 他人の主張
し 行い，合理的 えを実証性や な説明を支 を最後までな
カ1 な説明を重 再現性を踏ま 持してい 聞いたり，
ら 視した意思 えながら議論 る。しかし， 自分の考え
議論す
決定や合意 し，合理的な 判断の根拠 を表現した
形成を行い， 説明を支持し となる事が りしていな
る 生殖や遺伝， た意思決定を らの検討が し、能 科学技術に r Iったり，集 行われてい 議論に参加


























































































































































































付文IビJ'l'I打 校はもともと 設定理cl1 2つの形質と生殖
以になっていた 1 牛一き物 のj主いで fにどのような羽
Itどうして再叶ーできるの われ）jをするのカ叶同べてみ
か疑問lこ,f!j、った。 ょうと考えたυ












し＼） ている v また，タイトノレと内








































































































ポートフォリオの評価｜ 科学への興味・関心 ｜ 平均点
A I 35人 I s2 
B I 40人 I 13 
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